

















































































































































































































































サッカー 芸乎芸三:三 三亘 1…Z士
′くドミントン 芸尊王二言^ 頭 2;Z三
図2 もし定■が60人だっT=ら.･･
C 全部60人として考えるのなら,よく分
かるので,よいと思います｡
この,定員を60人にして比べる考えは全員
LF)子どもがしていたわけではなかったので,
椋香を使っていろいろ/亡子どもに説.明を付け
加えさせ,どの子t)自分の言葉で説明できる
ようにした
虻 妻戸
それぞれの考えを ｢いつでも
使えるか｣などの観点か ら見
直していく
このように,多様な考えがどの子にも分か
ったところで,｢との考えも結果は同じだか
ら,とれもよりよい考えなんだよれ ｣と問
いかけた.
最初は,どれもよいという子ともや,どち
らか一方がよいという子どもがそれぞれ口々
にその理由をいっていたが,次の子どもの発
言をきっかけに, ｢いつでも使える考え｣か
どうかで見直すようになってきたこ.
C どちらもきちんと比べることができる
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んだけど,60人にそろえる方は,60人だ
からうまくそろえることができたので,
もっと違う数だったらうまくそろえれな
いかもしれないので,何倍かで比べる方
がよいと思います.〕
C 私も同じで,サッカーの定員が3｣人だ
ったり,バ ドミントンの定員が13人だっ
たりしたらうまくいかないと思います.
C でも,そん/亡ときは,何倍かで調べる
ときも,計算が面倒だから,どっちfjど
っちだと思い主す
C そうです｡特に卓球は,何倍とかにな
っていないので,60人にそろえる方がわ
かりやすいと思います｡
C そんなことはないと思いますO卓球だ
って,半分に/Lっているのだから05倍と
いえばよいのだと思います｡
C 私も同じで, 1倍より少ないのだから,
小数になるのは当たり前だと思います｡
小数を使えば,すぐに比べることができ
るので,やっはり ｢何倍になっているか
で比べる考え｣がよいと思います
このように,具体的な例を出しながら説明
したり, ｢いつでも使える考えかJという観
点にもとづいて数学的コミュニケーション活
動を続け,何倍になっているかで比べるよさ
をとらえていった⊃
(5)単元の導入後の子どもの姿
何倍になっているかで比べるよさが分かっ
た子どもは. r学校V)中庭5nOITデのうち,200
113が花壇です‥｣という問題場面でも,何倍
になっているかを調べていった そして,ち
とにする丑をどちらにするかによって ｢花足
は中庭の0.1倍である ｣とか ｢中庭は花壇の
2.5倍であるヾ ｣と言い方が変わってくること
から,もとにする丑をきちんととらえる必要
にも気づき,いろいろな数量の関係を割合で
比べていったゥ
さらに,比べる丘やもとにする且を求d)る
問題でも,どちらがもとになっている量なの
かを2本の線分図を使って考えたり, ｢○○
の何倍｣という言葉に着目して考えたりして
比べる丑やもとにする丑を求めていった｡
4 研究のまとめと今後の課題
子どもが,割合で比 くるよさを実感できる
よ･)に. r整数倍G')関係に気づきやすい敬l直
i,)吟味｣をした問題を工夫したり, ｢多様な
考えをよりよい考えに練り上げる数学的コミ
ュニケーション活動の工夫｣をしたりして,
第5学年 ｢割合｣の授業実践をしたが,この
2つの指導方位の工夫は,有効であったと考
えている亡.
今後は, ｢割合で比べる考え｣に出会う場
面ナ_-:けでなく, ｢割合で比べる考え｣を使っ
ていく中で,そのよさを実感できるような授
業について研究していきたい｡.
(平成 10年4月24日受理)
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